























12 含まれている。そして、その 12 ある聖書の写本のうちに 1、初期の新約聖書の写
本として有名なパピルス写本が三つある。チェスター・ビーティー図書館の目録で
は聖書パピルス（Chester Beatty Library Biblical Papyrus）1 番、2 番、3 番で、
新約聖書の写本としてはパピルス 45 番、46 番、47 番として知られている。
　本稿では、2016 年 7 月 12 日から 21 日にかけてチェスター・ビーティー図書館
1　「聖書のパピルス写本」という際には旧約聖書のギリシア語訳写本も含まれる。因みに、チェス
ター・ビーティー図書館所蔵聖書パピルス 19 番は、パピルス 66 番（ボドメールパピルス 2 番）
の小さな断片（ヨハネ福音書 19 章 25 節と 31 節）である。
キリストと世界　第27号　　伊藤明生
63
を訪れて聖書パピルス 1 番、2 番、3 番を実見調査することが許され、その際の調
査報告を行いたい 2。既に本誌第25号（2015年）でパピルス46番、第26号（2016年）






Vindob. Graec. 31974）3 を除くと、パピルス 45 番の現存する部分は、すべてチェ
スター・ビーティー図書館に所蔵されている。その数は 30 葉 4（60 頁）であるが、
当初は 100 葉（200 頁）を超え、四福音書と使徒の働き全部を収めた写本であった
と思われる。現存する30葉は、どれも不完全な断片である。もっとも大きな断片は、
11 葉 5 と 12 葉が繋がった断片で、ルカ福音書 10 章 6 節から 11 章 46 節の本文が収





補うと、1 頁の大きさは、ほぼ横 20㎝×縦 25㎝であったことになる 6。そして、本
文部分は、ほぼ横 16㎝×縦 19㎝の大きさで、39 行であったと想定できる。








5　パピルス 45 番の場合には、現存する 30 葉に通し番号を付けて、「〜」葉と呼ぶ習慣のようである。
6　Eric G. Turner のパピルス本の分類では、グループ４になる（The Typology of the Early 
Codex [repr. ed.; Eugene: Wipf and Stock, 2010], 16）。
チェスター・ビーティー新約聖書写本
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繋がった状態で現存する 7。13 葉と 14 葉には、ルカ福音書 11 章 50 節から 13 章 24





向が異なる。表の繊維の方向が横で、裏の繊維の方向は縦である 8。11 葉と 12 葉の
繊維が横向きの面で頁の内容が繋がるので、そちらの面を内側に、繊維の向きが
縦の面を外側にして二つ折りになっていたことになる。繊維の方向が縦・横・横・
縦と頁が繋がることになる。矢印で表記すると、↓→→↓となる。13 葉と 14 葉、
16 葉と 17 葉も同じように、繊維が横方向である面を内側にして二つ折りにして、
↓→→↓という一帖（quire）を構成している。つまり、2 頁分の大きさのパピル
ス紙を繊維が横方向の面（recto）を内側にして二つ折りしたものを 50 枚以上重ね











7　 二葉が繋がっていることは、現物を見るまで気が付かなかった。Frederic G. Kenyon, The 
Chester Beatty Biblical Papyri: Descriptions and Texts of Twelve Manuscripts on 
Papyrus of the Greek Bible: Fasciculus II The Gospels and Acts (London: Emery 
Walker, 1933), v–vii も参照のこと。
8　 パピルス紙製の巻物であれば、繊維が横方向の面（recto）を使用するのが普通で、繊維が縦方
向の面（verso）は再利用の際に使用することになる。
9　 このようなコーデックスの構造をターナーは“uniones”と呼んでいる（The Typology of 
the Early Codex, 60–61）

















れた。100 はロー（r）、3 はガンマ（g）、9 はシーター（q）であった。例えば、「193」をギ
リシア文字ではロー、コッパ、ガンマと表記する。
12　Theodore C. Skeat, “A Codicological Analysis of the Chester Beatty Papyrus Codex 
of Gospels and Acts（P45）” in The Collected Biblical Writings of Theodore C. Skeat, 
ed., James K. Elliott (Leiden: Brill, 2004), 156.
13　Frederic G. Kenyon, The Chester Beatty Biblical Papyri II, viii; Theodore C. Skeat, “A 
Codicological Analysis of the Chester Beatty Papyrus Codex of Gospels and Acts (P 
45)”, 156.
14　ケニヨンは、パピルス 45 番の写字生の字体を次のように評価する。“The codex is written 
throughout in a small and very clear hand. The letters are approximately square in 
formation, i.e. are about equal in height and width, as opposed to the greater width 
which is characteristic of Ptolemaic hands, and the greater height characteristic of 
the Byzantine period. They have, however, a decided slope to the right, as opposed 
to the uprightness generally found in Roman hands of the first two centuries. Letters 
such as e and s have rounded backs, the tops rather flattened and brought well 
over. a is generally composed of two strokes forming an acute angle on the left, and 
a slightly curved stroke drawn across the opening of the angle. m is well curved and 
rather broad. The top stroke of x is distinct from the rest of the letter, while the 
middle stroke, or rather point, is joined to the lower stroke by a curve. w is well 
rounded, the central upright lower than the two outer ones. There is no excessive 
length in u, f, and y. The other letters have the simple, unexaggerated form which 








タ ・ービーティー図書館（Chester Beatty Library Papyrus 2）とミシガン大学（ミ
シガン大学図書館パピルス目録 6238）の二箇所に分割所蔵されている。現存する
ことが確認できている 86 葉中、56 葉がチェスター・ビーティー図書館に 16、30 葉
がミシガン大学に所蔵されている。
　チェスター・ビーティー図書館所蔵の聖書パピルス写本２番の場合も、二葉が
繋がった状態の葉がある。先ず 8 葉 17 と 97 葉が繋がった状態の小さな断片である。
8 葉には、ローマ人への手紙 5 章 17 節から 6 章 14 節までが断片的に判読できる。
97 葉には、テサロニケ人への手紙第一 5 章の一部が残っている。
　13 葉と 92 葉も繋がっている。13 葉にはローマ人への手紙 9 章 22 節から 10 章
11 節までが収められ、92 葉にはコロサイ人への手紙 2 章 8 節から 3 章 11 節まで
が収められている。14 葉と 91 葉も繋がっている。14 葉の裏には「26（ks）」、表
には「27（kz）」という頁数が上方の欄外余白中央に記載され、ローマ人への手紙
10 章 12 節から 11 章 12 節までが収められている。91 葉の方では頁数が記載され
ていた部分が欠損したためか見当たらないが、コロサイ人への手紙 1 章 16 節から
calligraphic pretensions, is the work of a competent scribe.” (Kenyon, The Chester 




ことが確認できた葉は、8 葉、11 葉、12 葉、13 葉、14 葉、15 葉、29 葉、31 葉、32 葉、33 葉、
34 葉、35 葉、36 葉、37 葉、38 葉、39 葉、41 葉、42 葉、43 葉、44 葉、45 葉、46 葉、47 葉、
48 葉、49 葉、50 葉、51 葉、52 葉、53 葉、54 葉、55 葉、56 葉、57 葉、58 葉、59 葉、60 葉、
61 葉、62 葉、63 葉、64 葉、65 葉、66 葉、67 葉、68 葉、69 葉、86 葉、87 葉、88 葉、89 葉、





2 章 7 節までが収められている。
　15 葉と 90 葉（83 頁・図 3 参照）も繋がっている。15 葉の裏には「28（kh）」、
表には「29（kq）」という頁数が上方の欄外余白中央に認められ、ローマ人への
手紙 11 章 13 節から 33 節までが収められている。90 葉の表、上方の欄外余白中央
に記載されている頁数は、かろうじてギリシア文字の「ロー（100）」と「オミク
ロン（70）」が判別できるだけで、一の位の数字が記載されていたと思われる箇所
は破損して判読できないが、ピリピ人への手紙 4 章 14 節以降とコロサイ人への手
紙の表題と冒頭が収められている。90 葉の裏には、コロサイ人への手紙 1 章 5 節
から 13 節までが収められている。
　パピルス 46 番の場合には、かなりの頁に頁数が残っているので、パピルス 45
番よりもコーデックスの構造は分析しやすい。パピルスの繊維の方向は、交互に
縦 ･ 横・縦・横となっている。パピルス 45 番とは異なり、開いた左右の頁で繊維
の方向が異なるようになっている。↓→↓→という具合であるが、この順序に繊維
の方向が並んでいるのは、52 葉までで、その後の 53 葉以降は、パピルスの繊維が
→↓→↓横・縦・横・縦という順序に並んでいる 18。













18　実は、51 葉の表と 52 葉の裏には、頁数を記載する余白部分は失われていないにも拘わらず、
頁数が見当たらない。本来ならば、51 葉の表に 101、52 葉の裏に 102 という頁数が記載され





　例えば、15 葉の場合に、横は 15㎝を超えて、縦は 20㎝弱である。90 葉では、




比べてみる。すると、真ん中あたりの 51 葉、52 葉、53 葉では、本文が書き留め








ケニヨンは、2 頁分の一枚のパピルスの大きさを幅 30㎝×高さ 20㎝と想定したの








19　Frederic G. Kenyon, The Chester Beatty Biblical Papyri: Descriptions and Texts of 
Twelve Manuscripts on Papyrus of the Greek Bible: Fasciculus III Pauline Epistles 
and Revelation (London: Emery Walker, 1934), v.
20　Turner, The Typology of the Early Codex, 20. グループ８に分類している。
21　Edgar Battad Ebojo, A Scribe and His Manuscript: An Investigation into the Scribal 
Habits of Papyrus 46 (P. Chester Beatty II – P. Mich. Inv. 6238) (unpublished thesis 
submitted to the University of Birmingham for the degree of Doctor of Philosophy: 
2014), 87–109. とすると、ターナーの分類でグループ６になる。















　具体的な数値を紹介するならば、パピルス 45 番では、例えば 11 葉表の本文部
分の高さは 15㎝で、行数 31 行を数えることができる。他の頁は破損状態がひどく
余り参考にならない。パピルス 46 番の場合には、15 葉裏（28 頁）の本文部分の
高さは 16㎝で、行数にして 21 行を数えることができ、15 葉の表（29 頁）は、本
文部分の高さ 17㎝弱に 22 行の行数がある。50 葉裏（98 頁）の本文部分の高さは
18.5㎝で、行数は 25 行、50 葉表（99 頁）で本文部分の高さは 19㎝で、行数は 25
行、51 葉裏（100 頁）本文部分の高さは 18.7㎝で、24 行の行数が数えられ、51 葉
の表（頁数が欠落）の本文部分の高さは 19㎝に、行数で 25 行、52 葉の裏の本文
部分の高さは 19㎝に、26 行の行数、52 葉の表の本文部分の高さは 20㎝のところ
に行数は 26 行ある。ところが、89 葉の表（174 頁）の本文部分の高さは 17.3㎝で
25 行の行数を数え、89 葉の裏（175 頁）の本文部分の高さは 17.7㎝のところに、
行数は 27 行を数えることができる。以上、パピルス 46 番では、最初に比べると、
23　“The script of the papyrus is in marked contrast to that of the Gospels and Acts MS. 
It is far more calligraphic in character, a rather large, free, and flowing hand with 
some pretensions to style and elegance, upright and square in formation, and well 
spaced out both between the letters and between the lines. Individual letters are 
not exaggerated. The curves of e and s are well rounded, the latter having a rather 
flattened top. x is formed continuously. u is rather deeply indented, but not prolonged 
downward. m is rather small, with short first stroke, and deeply curved. In general 
it may be said that the letters are rather early in style and of good formation of the 










コロサイ人への手紙、テサロニケ人への手紙第一の 9 書である。8 葉裏にローマ人











ス 46 番に収めたに違いないとダフは論じている 25。
　52 葉までと 53 葉以降とでは、パピルス紙の繊維の方向の順序が異なることに着
目して、パピルス 46 番は、2 頁分の大きさのパピルス紙 52 枚を重ねて、重ねたま






（Edgar Battad Ebojo, A Scribe and His Manuscript, 79–87）が、本稿は、チェスター・ビ
ーティー聖書パピルス 2 番の調査報告に限定しているので、詳細は別の機会に譲りたい。
25　Jeremy Duff, “P46 and the Pastorals: A Misleading Consensus?” New Testament 




























27　ターナーは、パピルス 75 番と 66 番の例を挙げる。パピルス 75 番では、徐々に文字を小さく
して、最終的にルカ福音書とヨハネ福音書の両方を収めることに成功している一方で、パピル
ス 66 番では、余白が残りそうなことに気が付いた写字生が徐々に字を大きくしている（Turner, 
The Typology, 74, 86.）。
28　エボホは、余った数頁を残すことは当時の普通の習慣であった、と言うが、特に根拠は示して















は、新約聖書 27 巻中で余り充実していない。パピルス 47 番が現存する古い写本
の中でも比較的多くの箇所を収めた写本である。Nestle-Aland 28 版で、黙示録の
本文研究の資料として一貫して利用されているパピルス写本は、七つである。その
うち 47 番と 115 番を除くと、みな小さな断片であるか、シナイ写本など 4 世紀以
降の大文字写本よりも後の写本である 30。最近になって新約聖書の写本の一覧に加
えられた 115 番は例外的で、47 番に匹敵する重要な写本である 31。





30　具体的にはパピルス 18 番、24 番、43 番、47 番、85 番、98 番、115 番である。作成年代は、
18 番が 3 〜 4 世紀、24 番が 4 世紀、43 番が 6 〜 7 世紀、47 番が 3 世紀、85 番が 4 〜 5 世紀、
98 番が 2 世紀、115 番が 3 〜 4 世紀である。
31　1993 年出版の Nestle-Aland 27 版では、利用されているパピルス写本は 98 番までであるが、
2012 年出版の 28 版では 127 番までが含まれている。新約聖書写本のパピルス 115 番は、オク
シュルンクスパピルス 4499 番のことで、本文は 1999 年に公にされた（N. Gonis, J. Chapa, 
W.E.H. Cockle, D. Obbink, P. J. Parsons, and J.D. Thomas (eds.), The Oxyrhynchus 
Papyri LXVI [London: Egypt Exploration Society, 1999], 10-35）。D. C. Parker, “A 
New Oxyrhynchus Papyrus of Revelation,” New Testament Studies 46 (2000), 159–74
や L. H. Blumell and T. A. Wayment (eds.), Christian Oxyrhynchus: Texts, Documents, 




は、仮に欄外余白を上下左右 2㎝ずつあったと想定すると 1 頁分で 14㎝× 24㎝程













裁断してコーデックスを作成したようで、パピルス 47 番を構成する 10 葉のすべ
ての葉にパピルスとパピルスとを繋ぎ合わせたと思しき繋ぎ目を認めることができ
る。









32　ターナーのパピルス本の分類では、グループ７に分類されている（Turner, The Typology, 
19）。ケニヨンは 9.5 インチ× 5.5 インチと推測している（The Chester Beatty Biblical 
Papyri III, xi）。














ア文字があって、見慣れるまでは不可解にさえ見える。そして、3 葉表の 8 行目の
tous と 10 行目の qewrountas の語末のシグマが、前の文字の上に小さめ
に書き記されている。これは行の右端部分なので、欄外余白を十分に残すための工
夫かもしれない。
　パピルス 47 番には訂正された箇所が余り多くないが、写字生が書写しながら（in 
scribendo）訂正したと思われる箇所が十箇所ある 41。１葉裏の 12 行目で写字生は
ecwn のエプシロンを書いてから、冠詞のオミクロンを抜かしたことに気が付い
34　“The writing is rather rough in character, thick in formation, and with no pretensions 
to calligraphy. The letters are upright and of medium size, and simple and 
unexaggerated in style. They are certainly more Roman than Byzantine in character. 
a, e and s are simple in form, a being formed of an open angle crossed by a slightly 
curved diagonal stroke, while e leans slightly forward, and s has a nearly flat top. 
b is a trifle large, but not markedly so. x is formed continuously. m and w are well 
rounded, and the former has only a short tail. There is nothing in the hand to suggest 
a later date than the third century, but it is likely to be late in the century.” (Kenyon, 
The Chester Beatty Biblical Papyri III, xii).
35　1 葉裏 4 行、12 行、16 行、１葉表 22 行、2 葉裏 12 行、21 行など多数。
36　3 葉裏 2 行。
37　1 葉裏 5 行。因みに、パピルス 47 番にのみ見出される独自の読みである（9:11）。
38　3 葉表 7 行、6 葉裏下から 3 行、10 葉表 16 行、17 行。
39　3 葉裏 20 行。
40　1 葉裏 19 行、１葉表 4 行、11 行など。
41　James Royse, Scribal Habits, 365–67. なぜかケニヨンは、ほとんど指摘していない（Kenyon, 




ためにオミクロンは、濃く書かれている。2 葉裏、下から 7 行目の cronos のキ
ー（c）は、カッパーと書いたのをキーに訂正している痕跡が見て取れる（10:6）。
2 葉表、8 行目の biblidion は、写字生は初め biblion と書こうとして、ニュー
を書いている最中に間違いに気付いてオミクロンをデルタに、ニューをイオータと
オミクロンに書き換えたようである（10:10）が、いくつかの異読が見出される箇
所である 42 ので、パピルス 47 番の写字生の手許にあった底本にはどのような読み
が見出されていたか定かではない。




であろうか。ギリシア文字で数字表記すると、ミューは 40、ベーターは 2 で、シ
グマは 200 である。底本に mhnas tesserakonta [kai] duo とギリシア文
字表記ではなく、ギリシア語の数詞を用いて「42 ヶ月」と書いてあるのを見て書
写しようとしたが、1 つのシグマから別のシグマに（mhnas tesserakonta 




　3 葉の裏、12 行目の行の右端に autwn と書こうとしたものの、aut と書
いた時点で、この単語を区切る場所について気が変わり、タウを消して、次の行




る。5 葉表、16 行目で写字生は聞き違えたためか thn と記した 44 が、間違いに気
42　Nestle-Aland 28 の本文を巡る脚注の記載は「biblion ∏47°vid å 046. 1854 ÂK lat » biblidion 
∏47c » biblidarion 1006. 1611. 1841. 2053 » biblarion 2329 » txt A C P 2344. 2351 ÂA」とな
っている。









（oinoutouqumoutouq∑u∑tou ＝ oi˙nouv touv qumouv touv qeouv touv）、もう
一度 mou と書くところ、ミューを書いた時点で間違いに気が付いてミューを消し
て、少し上方にタウを書いて、続けている（14:10）。10 葉表、下から 7 行目の右
端に aut を書いた時点で、次の行に移る場所について気が変わり、タウを消して、
タウから次の行を始めている（16:14）。
　パピルス 47 番に見出される訂正で重要なものがいくつかある。１葉表 16 行目
に見出される訂正は興味深い（9:20）。calka と書き記されているところでカッ
パーとアルファーの間の上方に小さめにエプシロンが加えられている。新約聖書




　2 葉裏の 6 行目と 8 行目と 11 行目に数字の「7」が見当たらない。なぜか 6 行目








　先ず、7 葉表 1 行目は欠損部分があるので、判断が難しいが、写字生は初め

















　4 葉裏、12 行目に写字生は、初め eucaristoumensoioq∑s∑（eu˙caristouvme/n
soi o qeo/ß）と書いたようであるが、シーターをカッパーに変えて ok∑s∑ に訂正し
ている 49。通常は呼格の「主（ku/rie）」50 が用いられる箇所なので、パピルス 47 番の
写字生は、ひとつの珍しい読みを別の珍しい読みに変更したことになる。その上、
oq∑s∑ を繰り返した結果、パピルス 47 番の本文は次のようになっている（11:17）。
　　　eucaristoumensoiok∑s∑oq∑∑s∑oq∑s∑opantokratwr




所蔵されているが、そのうち 1 番と 2 番と 3 番が、初期の新約聖書の写本として
有名なパピルス 45 番と 46 番と 47 番である。そして、パピルス 46 番の場合は、
ミシガン大学と分割して所蔵されている。以上 3 つのパピルス写本は、考古学者た
47　Nestle–Aland 28 の本文を巡る脚注には、複数形を支持する写本として∏47° 046. 051. 2351. 
2377 ÂK sa が列挙されている。
48　Nestle-Aland 28 の本文を巡る脚注には、未完了時制形を支持する写本として∏47c gig sa boms
が挙げられている。
49　冠詞付きの主格名詞が呼格として用いられる用例は新約聖書にある（例えば、マルコ福音書










　通常の見解では、3 つのパピルス写本のうちパピルス 46 番が一番古い。パピル
ス 46 番を解読して編集・出版したケニヨンとサンダースは共に 3 世紀のパピルス
写本であると明記した 52 こともあり、多少の幅があるとしても 3 世紀作成の写本で
あるとほぼ合意されてきた 53。昨今は紀元 1 世紀など極端に早い年代を主張する学
者 54 も現れ、紀元 200 年 55 など意見が百出している観がある 56。写本の作成年代は、
51　Philip Comfort and David P. Barrett (ed.), The Text of the Earliest New Testament 
Greek Manuscripts (Wheaton: Tyndale House Publishers, 2001), 157.
52　Frederic G. Kenyon, The Chester Beatty Biblical Papyri III, ix; Henry A. Sanders, 
A Third–Century Papyrus Codex of the Epistle of Paul (Ann Arbor: University of 
Michigan Press, 1935), 12–15.
53　Turner, The Typology, 20; E. B. Ebojo, A Scribe and His Manuscript, 138–48. 新約聖
書本文批評の教科書的な書籍（Kurt Aland and Barbara Aland, Erroll F. Rhodes trans. 
The Text of the New Testament: An Introduction to the Critical Editions and to 
the Theory and Practice of Modern Textual Criticism [2nd ed.; Grand Rapids: Wm. 
Eerdmans, 1989], 87, 99; Bruce M. Metzger and Bart D. Ehrman, The Text of the New 
Testament: Its Transmission, Corruption, and Restoration [4th ed.; Oxford: Oxford 
University Press, 2005], 54; David C. Parker, An Introduction to the New Testament 
Manuscripts and Their Texts [Cambridge: Cambridge University Press, 2008], 252）で
はパピルス 46 番は 3 世紀のパピルス写本として紹介されている。
54　Young Kyu Kim, “Palaeographical Dating of P46 to the Later First Century,” Biblica 
69 (1988), 248–57.
55　Gunther Zuntz, The Text of the Epistles: A Disquisition upon the Corpus Paulinum 
(The Schweich Lectures of the British Academy, 1946. repr. ed. of the British 
Academy, 1953; Eugene: Wipf & Stock, 2007), 11.
56　パピルス 46 番の年代決定を巡る博士論文として、Min Seok Jang, A Reconsideration of 
the Date of Papyrus 46 (unpublished dissertation of New Orleans Baptist Theological 
Seminary, 2010) があるが、写本の年代決定に関する先行研究を批判的に概観し、年代決定
を巡る諸問題も批判的に取り扱って、パピルス 46 番の年代として紀元 75 年から 200 年と結
論付けている。カンフォートは 2 世紀半ば、と結論する（Encountering the Manuscripts 








むしろ、パピルス 45 番と 46 番と 47 番の 3 つの写本が、ほぼ 1 世紀の期間に作成
されたことについて専門家たちの間で意見が一致していることが、本稿で報告する
調査では重要である。例えば、ケニヨンは、パピルス 46 番を 3 世紀の前半、45 番
を 3 世紀前半、47 番を 3 世紀遅めに設定している。フィリップ・カンフォートは
46 番を 2 世紀の半ば、遅くとも 175 年頃までとし、45 番を 200 年頃、そして 47
番を3世紀半ばと推定している 59。さらに、ジェームズ・ロイズは、46番を200年頃、














写字生の字体は変遷したという前提が想定されている。Bruce M. Metzger, Manuscripts of 
the Greek Bible: An Introduction to Palaeography (Oxford: Oxford University Press, 
1981), 49–51; Philip Comfort, Encountering the Manuscripts, 103–20 など参照のこと。
58　Brent Nongbri, “The Use and Abuse of P52: Papyrological Pitfalls in the Dating the 
Fourth Gospel,” Harvard Theological Review 98 (2005), 23–48; Don Barker, “The 
Dating of New Testament Papyri,” New Testament Studies 57 (2011), 571–82.
59　Comfort, Encountering the Manuscripts, 131–39, 172–77.
60　Royse, Scribal Habits, 103, 199, 359.
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面はある。パピルス 45 番の大きさは、1 頁（あるいは 1 葉）あたり、ほぼ横 20㎝
×縦 25㎝であったと思われる。パピルス 46 番の大きさは、同じように 1 頁あたり
横 15−16㎝×縦 20−28㎝であったと思われる。46 番の場合には、単一綴じのコ
ーデックスであったので、最初か最後の方と真ん中あたりの頁かで大きさ、特に横
































ている。そして、各書の巻末に行数も記入されている 61。パピルス 45 番では確認で















図 1　パピルス 45番 11葉と 12葉の表
図 2　パピルス 45番 13葉と 14葉の表
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図 3　パピルス 46番 15葉表と 90葉表
図 4　パピルス 47番 5葉表と 6葉表
